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村続遺跡第 I次調査区全景
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序

敷島町は、甲府盆地の北西部に位置し、南北に細長く北は茅ヶ岳や

太刀岡山などからなる山間地域で、盆地に面した南部は荒川の扇状地

形となっております。最近では、南部地域を中心に年々人口が増えて

きており、これに比例するようにとくに町の南部では開発が多く、緊

急となる埋蔵文化財の発掘調査が頻繁に行われてきております。

本町は、すでに南側の扇状地上に多くの遺跡の存在が確認され、大

昔から人々が生活するのに適した環境であつたことが窺えます。

これまでに多くの遺跡を調査してきましたが、敷島町を代表する遺

跡として弥生時代の大きな集落跡と墓域がセットで発見された『金の

尾遺跡』や白鳳時代(7世紀後半)まで遡るとされ、県内でも一番古

い瓦窯となる『天狗沢瓦窯跡』などが上げられます。

さらに、最近の調査では、主に古墳時代後半から平安時代末頃まで

を通じて継続的に営まれた『松ノ尾遺跡』の存在が明らかとなりまし

た。大量の遺物の中には、瓦、円面硯、帯金具、中国産陶磁器などの

ほか、平安時代末頃とみられる金銅製小仏像が 2躯発見されるなど、

甲斐国巨麻郡における重要な地域の一つではなかったかと考えられて

おります。

本書は、平成 14年に大型店舗の開発に伴いおこなわれた敷島町島

上条に所在する『村続遺跡』の発掘調査報告をまとめたものです。

調査の結果、住居跡が計 36軒確認され、およそ 8～ 12世紀の奈

良 。平安時代をとおして長い期間に営まれた集落跡の一角が発見され

ました。また、数多くの緑釉陶器や中国産の陶磁器類などのほか、住

居跡からは銅製小仏像の台座が出土し、上述した『松ノ尾遺跡』と並

んで本地域においてかなり特殊な遺跡であることが明らかとなり、今

回ここに報告する運びとなりました。

本報告書が、わが町、わが郷上の歴史研究の一助となるとともに、

地域文化の発展に寄与できるよう切に願っております。

これからも、後世の人々のために調査・記録を精密に行い、さらに

教育普及へと役立てていけるよう努力してまいります。

最後に、株式会社コメリ及び地権者の文化財保護に対する深いご理

解の下、調査が実施できましたことに感謝するとともに、ご指導、ご

協力いただきました関係各位に心より厚く御礼申し上げます。

平成 16年 4月

敷島町教育委員会

教育長 山 口 正 智



例 言
1,本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町島上条地区に所在する村続遺跡の発掘調査報告書である。
2.本調査は、株式会社コメリの店舗建設に伴って実施した発掘調査である。発掘調査から報告書刊行までの経費は株
式会社コメリが負担した。

3.発掘調査は、平成13年 4月 9日 ～同年 6月 8日 までの約2ヶ 月間、また平成14年 10月 から平成16年 4月 にかけて断
続的に整理調査をおこなった。

4.調査組織は次のとおりである。 調査指導・主管   敷島町教育委員会
調査主体者     敷島町文化財調査会
調査事務局     敷島町文化財調査会
調査指導担当者   大鳥正之 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係副主査)

小坂隆司 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係嘱託)

5。 本書の執筆・編集および遺物の写真撮影は小坂が担当し、遺構の撮影は大鳥と小坂で分担した。
なお、瓦の胎土分析は帝京大学山梨文化財研究所に委託し、その結果を第 3章にて河西 学がまとめた。
6.発掘調査と報告書作成にあたり、次の方々よりご教示を賜つた。ここにご芳名を記し、感謝申し上げる。
小野正敏 (国立歴史民俗博物館)、 萩原三雄、平野 修、櫛原功― (帝京大学山梨文化財研究所)
中込司朗、坂本美夫、羽中田壮雄、飯野正仁、畑 大介 (敷島町文化財審議会)
百瀬正恒 (京都市埋蔵文化財研究所)、 人重樫忠郎 (平泉町教育委員会)、 大庭康時 (福岡市教育委員会)

合田芳正 (中央大学)、 手塚直樹 (青山学院大学)、 小林公治 (仮称九州国立博物館準備室)

猪股喜彦、瀬田正明 (一宮町教育委員会)、 佐野 隆 (明野村教育委員会)、 山下孝司、関間俊明 (韮崎市教育委員会)
円中大輔、斎藤秀樹、保坂太― (南アルプス市教育委員会)            (以 上敬称略、順不同)

7.発掘調査ならびに整理作業参加者 (敬称略)青 山制子、飯室久美恵、石川弘美、長田由美子、小林明美
関本芳子、高添美智子、堤 吉彦、銀坂広昭、保延 勇、望月典子
8.本遺跡の出土遺物および調査で得たすべての記録は一括して敷島町教育委員会に保管してある。

凡 例
1.遺構挿図中、一 一 一 ―は硬化面の範囲、観 は焼土を表示している。ムξttf里塁装留胃饉轟‖謡葉彗雪誌鍾Y黙  鞍   Ⅷは磁器を表丸
2.遺構内出土遺物は4桁で表し、前二桁は住居血、後 2桁は遺構内の遺物ナンバーを表現している。
3,観察表中の計測値 ( )は推定値である。           (例 ) 0 6 0 8
4.図版中、遺構と遺物の縮尺は統一されていない。             住居配 遺物配
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第 1章 遺跡をとりまく環境

1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

敷島町が所在する甲府盆地の北西部は、奥秩父の金峰山を源とし南流する荒川によって開析された北から南

へと緩やかに傾斜した扇状地形を成している。この西側には、北西部にそびえる茅ヶ岳の裾部を形成するなだ

らかな赤坂台地が貢川と釜無川に挟まれるように南北に張り出して伸びており、JR中央線付近において終息

する。一方、北側はこの扇状地形の背後を担うように東西に大きく片山が跨り、さらに東側には千代田湖を挟

んで尾根筋を南側へと進むと舌状に張り出した湯村山がある。

このように甲府盆地の北西部は、東西北部の三方が台地と山々によって「コ」字状に取り囲まれ、盆地に向

かって南向きに開日し、まるで天然の要害を形成するような特殊な地形を織り成している。

このうち荒川の右岸に位置する敷島町は、町域は南北約 17 km、 東西約 4kmと 南北に細長い町である。

本町は大きく北部の山間地帯と南部の盆地部におおよそ大別されるが、町域のほぼ 8～9割は標高 1,704m

を測る茅ヶ岳をはじめとする曲岳、太刀岡山などの山岳地帯や一部の丘陵からなっている。

一方、町南部は上述した荒川による扇状地形で、東はちようど荒川右岸に面し、西は貢川を境として東西を

河川で挟まれた南北に細長い格好を呈し、盆地北西部の一部に相当する。

以上のように、甲府盆地北西部は中央に荒川が南流し、東西北部の三方を台地と丘陵により囲まれた空間が

形成され、荒川右岸の本町ではこのような地形をもとに様々な歴史的背景が垣間みられる。

2.周辺遺跡と歴史的背景 (第 1図 )

甲府盆地の北西部では、古墳時代の 6世紀中頃から横穴式石室を有する大型の後期古墳が築造されるよう

になる。中でも、荒川左岸に位置する甲府市湯村の万寿森古墳 (4)や県内第 2位の石室規模を誇る加牟那塚古

墳 (5)の存在からこの頃本地域が県内でもかなり大きな勢力拠点となっていたことが窺える。

さらに、6世紀末～7世紀前半には本町南部の周囲を群集墳 (千塚・山宮古墳群―甲府市、赤坂台古墳群―

双葉・竜王など)が取り巻くようになる (第 1図0印 )。 これまでの調査で、本町における古墳時代後期集落

跡を概観すると、松ノ尾遺跡⑤に偏在して住居跡や土坑、掘立柱建物跡などが確認されている。

盆地北西部のこうした勢力の繁栄を背景とし、古墳時代の終わり頃には通称敷島台地の南西に天狗沢瓦窯

(61)が操業を開始するようになる。これは県内最古の瓦窯で、7世紀後半 (白鳳期)とみられているが、この

瓦窯跡で焼かれ、その瓦が供給された古代寺院は残念ながらまだ発見されていない。

奈良・平安時代になると甲斐国は 4つの郡に分かれており、当時本町は西に位置する「巨麻郡」に属する。

このころ、町の南部において該期の遺構が前代に比べさらに数多く発見されるようになってくる。

これまでに、奈良時代から平安時代初め頃にかけては、まだ発見されている遺構は数少ないが、平安時代中

頃～末頃にかけては急激に遺構や遺物の数量も増加する傾向にある。

中でも松ノ尾遺跡⑤では、これまでの調査において住居跡 37軒と堅穴状遺構 10基が確認され、膨大な量

の土器、須恵器、灰釉陶器をはじめとし、陶磁器類、鍛冶関連遺物や鉄・銅製品などのほか、墨書土器や円面

硯(4個体分の破片)、 腰帯 (鉄製餃具 2点、銅製蛇尾 1点)や金銅製小仏像 2躯などが出上している。

今回報告する村続遺跡①は、荒川によって形成された南北に延びる標高 320mの微高地上に立地する。

遺跡の東側には荒川が南流し、南には旧「穂坂路」が接している。「穂坂路」は、少なくとも中世には、甲

斐と信州を繋ぐ主要道であったとみられているが、古代まで遡り得るものであったかは明らかでない。

平安時代の食膳具に注目すると、巨麻郡域の遺跡からは信州から搬入されたとみられる物が県内でも比較的

多く出土する傾向が指摘されており、本遺跡も同様に地理的にみても当時信州を縦断する公的官道であった「東

山道」から多くの物資や情報が往来してきたことであろう。
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第 2図 村続遺跡と第 I次調査区 (1:2000)
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第 2章 遺構と遺物
今回の調査は、調査面積が約 320どにおいて奈良 。平安時代の住居跡計 36軒が確認された (第 3図 )。

その分布は、調査区の東側へと向かって住居跡の密度が高かくなるようで、しかも比較的 8・ 9世紀代の古

い時期のものが東側に偏在している傾向が窺われた。

1.住居跡と出土遺物 (第 4～ 19図、第 1～7表、図版 1～ 6・ 8・ 9)

1号住居跡 (第 4・ 12図、図版 1-2)

調査区 Aの OoA-2グ リッドに位置する。
住居跡北側は調査区外にあり、また西側の一部は

12号住居跡に切られている。規模は東西約 3.3m、

確認された南北は約 1.9mを測る。壁は緩やかに

立ち上がり深さ 19 cmあ る。

12号住居跡によって切られた東壁には、50× 55

cmの範囲で焼土のまとまりが確認され、カマド跡

が存在した可能性が考えられる。

また、この焼土跡から住居跡の中央に向かつて、

硬く踏みしまった床面が広い範囲にわたり展開して

いた。

また、南東隅部には 90× 70 cmの精円形を呈す

る深さ 6 cmの上坑があり、15～ 35 cm大の石が

詰っていた。

遺物は、細片が多く杯 0101、 0102な どがある。

2号住居跡 (第 4・ 12図、図版 1-4・ 5)

調査区 Aの A・ B-4グ リッドに位置する。
住居跡の北側は 4・ 5号住居跡に、南側は 3号住

居跡によって切られている。規模は東西約 3.Om、

南北約 3.Omの ほぼ正方形を呈する。確認面から

の深さは約 40 cmを測り、外へ直線的に傾きなが

ら立ち上がる。

カマドは、東壁の南側に設けられており、長軸約

90 cm、 短軸約 85 cmを測る。燃焼部とみられる

カマド中央の底部には焼土と炭化物が充満してお

り、その中央には支柱石とみられる長い石が直立し

ていた。

遺物は、放射状暗文を施した杯 0201～ 0203、

渦巻状暗文の皿 0204・ 0205な どが 出土 して い

る。

3号住居跡 (第 4・ 12図、図版 2-1・ 2)

調査区 Aの B-4グ リッドに位置する。
2号住居跡と重複し、これを切っている。規模は

東西約 2.15m、 南北約 2.2mとやや小型でほとんど

正方形にちかい形態を呈する。確認面からの深さは

約 40 cmを 測り、しっかりとした掘り込みを有する。

カマドは、北壁の東側隅にあり、長軸約 80 cm、

短軸約 65 cmを測る。カマド正面の東西には 25～

30 cm大の扁平大型の石がそれぞれ 1個づつ直立

し、さらにこれら両袖の石で支えられた天丼石には

二等辺三角形状の大型の石が使われていた。

遺物は、放射状暗文の杯 0301・ 0302、 放射状

暗文の皿 0303、 渦巻状暗文の皿 0304、 削り出し

高台杯 0305のほか、内面底部に鉄津が溶着し、外

面に油玉の付着した靖蝸に転用されたとみられる削

り出し高台郭 0306な どが出土している。

4号住居跡 (第 4・ 12・ 19図、図版 1-3)

調査区Aの A-4グ リッドに位置する。
2・ 5号の 2軒の住居跡と重複しており、2号住

居跡を切っているが、5号住居跡によって切られて

いる。また、北半部は調査区外となっている。

規模は、5号住居跡によって切られているため東

西は判然としないがおよそ 3.Omを 測るとみ ら

れ、南北は確認可能な範囲で約 ■8mを 測 り、方
形を呈すると考えられる。確認面からの深さ 32 cm

あり、壁は緩やかに立ち上がっている。

確認された範囲内ではカマド等の施設はみられな

い。

遺物は、放射状暗文の杯 0401・ 0402、 渦巻状

暗文の皿 0403のほか、須恵器の胴部を再利用した

転用硯 0404がある。

5号住居跡 (第 4・ 12図、図版 2-3・ 4)

調査区Aの A-3・ 4グリッドに位置している。
2・ 4号住居跡と重複 して両住居跡を切ってい

る。また、北側は調査区外となっており不明である。

規模は、確認されたカマドの位置関係から東西約

2.7m、 南北は確認できる範囲で 2.8mあ る。そし
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て、確認面からの深さは 28 cmあ り、壁は緩やか

に立ち上がる。

カマドは東壁の南寄りにあり、長軸約 105 cm、

短軸約 90 cmを測る。 15～ 30 cm大ほどの石が組

み上げられていた。そして、カマド正面の南北の位

置には袖石として大型の長い石が直立したまま残存

していた。

カマド内には焼土と炭化物が良好に遺存していた。

遺物は、不 0501・ 0502、 内黒の高台邦 0503、

甕 0504な どがあり、杯 0502は カマ ド内から出土

している。

6号住居跡 (第 5・ 12図、図版 2-5・ 6)

調査区Aの B-3、 C-2・ 3グ リッドに位置する。

住居跡の南側は調査区外となっており不明である。

7・ 9・ H。 22・ 23号 の 5軒 の住居跡 と重複

し、これらすべてを切つている。

規模は、東西約 4.3m、 南北は確認できる範囲で

2.8mあり、確認面からの深さは 25～ 30 cmを測る。

カマ ドは北壁の東側寄 りに位置 し、南北約 85

cm、 東西約 105 cmあ る。正面 には 30～40 cm

大の三角形状を呈する大型の石を袖石として設け、

奥には 20 cm大前後の 5点の石が組まれている。

さらに、2個の杯が互いの日縁部を組み合わせるよ

うに、意図的にカマドの焚き日部に近いところに置

かれていた (図版 2-6)。

床面はほとんど水平で(カマドの正面から住居跡

中央、さらに南へと向かって硬く踏みしまった面が

展開していた。

遺物は、杯 0601～ 0605、 皿 0606な どが出て

いる。

7号住居跡 (第 5・ 12図 )

調査区 Aの B-3グリッドに位置する。
6・ 8・ 9号住居跡と重複関係にあり、8号住居跡

を切り、6。 9号住居跡に切られている。

本住居跡は、2軒の住居跡にほぼ切られており、

詳細は明らかでないが、カマドの位置などから一辺

約 3.Omを 測 り、正方形を呈するとみられる。確

認面からの深さは約 30 cmあ る。

カマ ドは東壁の南側にあり、東西約 50 cm、 南北

約 85 cmを測る。中央に焼土と炭化物が認められた。

遺物は、 杯 0701、  灰釉陶 8子 0702、  肇亀0703が

あり、甕 0703はカマド内から出土している。

8号住居跡 (第 5・ 13・ 19図、図版 2-7・ 8)

調査区 Aの A-3、 B-2。 3グ リッドに位置する。

本住居跡の南側半分は 7・ 9号住居跡によって大き

く切られてしまっている。

規模は、東西約 3.9m、 南北は状態の良好な部分

で約 2,4mが残存している。確認面からの深さは

約 45 cmを 測り、壁は外へ向かいほぼ直線的に立

ち■がる。

カマ ドは東壁にあり、長軸約 1.2m、 短軸約 1,1

mを測る。7号住居跡によって南側半部が削平さ

れてしまっているが、北側の袖部では粘土が使用さ

れ、袖石も良好に遺存していた。住居跡の東西の規

模から考えて、東壁のほぼ中央に本来は設けられて

いたと思われる。

遺物は、放射状暗文の邦 0801～ 0803、 放射状

暗文の皿 0804、 砥石 0805、 転用硯 0806～ 0808

などがある。

9号住居跡 (第 5・ 13・ 19図、図版 3-1)

調査区 Aの BoC-2・ 3グ リッドに位置する。

3軒の住居跡と重複関係にあり、 7・ 8号住居跡

を切り、6号住居跡により切られている。

規模は、東西約 4.2m、 南北約 3.7mの長方形

を呈し、確認面からの深さ 50～ 57 cmを測る。

とくに、カマド等の施設はみられなかったが、南

東隅付近では直径約 25 cmの焼上のまとまりが観

察された。このため、6号住居跡によってカマ ドが

破壊されてしまっている可能性も考えられる。

遺 物 にた、 邦 0901～ 0905、  警電0906、  勿甍房気器 甕

0907、  '灰釉陶器 0908、  砥石 0909、  転用硯 0910

などが出土している。

11号住居跡 (第 5・ 13図、図版 3-2)

調査区 Aの C-2・ 3グリッドに位置する。

住居跡の東側を 6号住居跡によって切 られ、南

側半分は調査区外となっている。

規模は、東西約 2.7m、 確認可能な南北は約 1.25

mで、方形を呈している。確認面からの深さは 28

cmを測 り、壁は緩やかに立ち上がっている。

東側の床面には直径約 35 cm、 深さ約 20 cmの

ピットがあり、底面には 20× 10 cm大の石が置か

れていた。

遺物は数少なく、杯 1101の み掲載した。
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12号住居跡 (第 6・ 13図、図版 3-3・ 4)

調査区 Aの A-2。 3グリッドに位置する。
西側にある 1号住居跡をわずかに切っている。

規模は、東西約 4.2mあ り、北側は調査区外となっ

ているが、北東部の壁がコーナーを描きつつあるこ

とから南北約 3.8mを 沢1る とみられ、長方形を呈

すると考えられる。確認面からの深さは約 35 cm

を測り、壁は緩やかに立ち上がっている。

カマ ドは南東隅部にあり、長軸約 100cm、 短軸約

90 cmで、内部は焼土と炭化物、灰が充満していた。

床面は、中央に向かってわずかに緩やかな橋鉢状

となるが、住居跡の中央を中心に硬く踏みしまった

面が広く展開する。そして、カマドから住居跡の中

央に向かって人頭大ほどの石が散在していた。

遺物 は、脚高高台杯 1201～ 1203、 杯 1204・

1205、 /Jヽ IllL 1206～ 1211、 /1ヽ膨を1212、 白れ族1213、

鉢 1214、 羽釜 1215、 錘 1216な どの上師質土器

が中心に出土し、■ 世紀中葉～後半の一括資料と

して捉えられる。

なお、本住居跡から出上した遺物には 8世紀代
のものから平安時代後半(11世紀代)ま でのものが

含まれている。白磁 1213に ついては、上記の時期

決定となった一括資料に比べてわずかに古い時期の

ものとみられるが、これについては後述する。

13号住居跡 (第 7・ 14・ 19図、図版 3-5。 6)

調査区 Aの B-2グ リッドに位置する。
重複関係は認められない。

規模は、東西約 2.7m、 南北約 3.lmを測 り、

方形を呈する。確認面からの深さは約 5 cmか ら深
いところで約 20 cmあ り、壁は緩やかに立ち上がっ

ている。

カマ ドは、長軸約 75 cm、 短軸約 70 cmを預Iり 、

方形を呈し、南・北・東側は 20～ 40 cm大の石で

きれいに「コ」字状に構築されていた。

遺 物 は、郷 1301～ 1303、 皿 1304・ 1305、 内

黒の高台杯 1306・ 1307、 灰釉陶器碗の底部を利

用 した転用硯 1308の ほか、甕 1309。 1310な ど

がある。

14号住居跡 (第 7・ 14図、図版 3-7・ 8)

調査区 Aの A・ B-1グ リッドに位置する。
3軒の住居跡と重複関係にあり、その内 16・ 18

号住居跡を切り、15号住居跡には切られている。

規模は、東西約 2.8m、 南北約 3.65mの 長方形

を呈し、確認面からの深さはわずかに8cmと浅い。
住居跡南東側には直径約 45 cmの焼土跡が確認

され、カマ ドが存在した可能性も考えられるが、15

号住居跡によって削平されてしまっていると思われる。

遺物は、住居跡北部コーナー付近を中心に小皿

1401、 柱状高台の小皿 1402、 耳皿 1405、 土製の

錘 1408の ほか、銅製小仏像の台座 1409な どが出

土している。

また、南壁の中央付近には小碗 1404や土器片製

品 1406がある。

15号住居跡 (第 7・ 14図 )

調査区 Aの A-1、 B-0・ 1グリッドに位置する。

本住居跡は、遺構確認の段階で南壁が判明し、16

号住居跡との切り合い調査では北壁の一部を確認し

た。

一方、この一帯で 5軒が重なり合った状況から、

当初東 。西壁は判然としなかった。しかし、重複す

る 18号住居跡のカマ ド南半部が袖石ごと削平され

ていることや 14。 16号住居跡から検出された焼土

は本来カマ ドが存在した痕跡と推測され、本住居跡

の重複によって破壊されたと考えられることから、

ちようど図化した推測線付近に東壁が存在したと考

えられる。

西壁は明らかでなく、19号住居跡に切られてし

まっているのかどうかは明らかでない。

規模は遺存する北・南壁の状態から南北約 4.35

mを測り、本住居跡は本来一辺約 4.3m前後の方
形であったと思われる。

床面はほぼ水平で、南部コーナー付近から住居跡

の中央へと向かって硬く踏みしまった面が展開して

いた。

遺物は、住居跡の主に南半部から多く出上してお

り、小皿 1501～ 1504、 柱状高台の小皿 1505、 台

付 ITh 1506～ 1509、 柱状高台邦 1510・ 15H、 土

器片製品 1512、 砥石 1513などがみられる。

16号住居跡 (第 7・ 15図 )

調査区 Aの A・ B-0。 1グ リッドに位置する。
14・ 15号住居跡に切られ、西側は調査区外となる。

規模は、南北約 3.15m、 東西は確認可能な範囲

で ■75mを損Iり 、形態は方形を呈するとみ られ
る。確認面からの深さは約 15 cmで、壁は緩やか
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に立ち上がる。

東壁の南側には、14号住居跡と同様に焼土の溜

りが確認され、本来その位置関係から推測するとカ

マドが存在した可能性が考えられる。

遺物は、小皿 1601、 脚高高台小皿 1602、 小碗

1603な どが出土している。

17号住居跡 (第 8・ 15・ 19図、図版 4-1・ 2)

調査区 Aの BoC-3・ 4グリッドに位置する。

計 5軒の住居跡と複雑に重複し合っており、20

～24号住居跡を切っている。

規模は、東西約 4.7m、 南北約 4.25mの方形を

呈し、確認面からの深さは約 30 cmを測る。

カマドは、住居跡の南東隅部に設けられていたよ

うであるが、長軸 65 cm、 短軸 50 cmの 焼土を多分

に含んだ精円形の掘り込みが確認できるだけで、そ

の周辺には 35～ 40 cm大の大型扁平石などが伴う。

また、カマドの周辺から住居跡の中央に向かつて

拳大から人頭大ほどの大きさの石が散在し広がって

いる。

床面は、多少の凹凸がみられるが総体的にはほぼ

水平を保っており、カマドの正面から住居跡の中央

に向かって硬く踏みしまった面が広く展開していた。

遺物は、脚高高台杯 1701、 皿 1702、 大型の杯

1703、 灰釉陶器の碗 1704、 灰釉陶器の壷 1705、

羽釜 1706、 砥石 1707、 転用硯 1708・ 1709な ど

がある。このうち、脚高高台郭 1703と 羽釜 1706

はカマ ド内から出土している。

18号住居跡 (第 8・ 15図、図版 4-3・ 4)

調査区 Aの A・ B-1グ リッドに位置している。

本住居跡は、 14。 15号の 2軒の住居跡によって

切られていたが、その割りには遺存状況は比較的良

好で住居跡の全体像を捉えることが可能であった。

規模は、東西約 3.2m、 南北約 2.9mを 測 り、

方形を呈する。確認面からの深さは、良好な場所で

約 20 cmあ り、 14。 15号住居跡により切 られた

部分では約 10 cmを 測り、全体的に壁は緩やかに

立ち上がる。

住居跡の南東部にカマドが設けられ、規模は長軸

約 105 cm、 短軸約 60 cmを測 り、焚き日から燃

焼部にあたる掘り込みには焼土と炭化物が充満して

いた。そして、カマドの北東半部は 20～ 30 cm大

の 5つ の石を組んで袖部が設けられており、南東

半部については 15号住居跡により大きく削平さ

れ、袖部は確認できなかった。

遺 物 は、郷 1801～ 1803、 皿 1804～ 1808、 内
黒高台杯 1809。 1810、 小型の甕 1811、 甕 1812

などがあり、器種と量ともに充実している。

19号住居跡 (第 7・ 15図、図版 4-5)

調査区 Aの南西部角 O― Bグ リッドに位置する。

住居跡の大部分は調査区外にあり、そのため大き

さは不明である。また、北東部に隣接する 15号住

居跡は西壁が判然としなかったため、本住居跡と重

複しているかは明らかでない。もし、重複関係にあっ

たとしても、本住居跡のカマドが破壊されることな

く検出されたことから、時期的な前後関係としては

本住居跡が 15号住居跡に比べ新しい時期に所属す

ることとなる。

カマ ドは北東壁に設けられてお り、長軸約 85

cm、 短軸 75 cmあ る。正面には約 40× 30X13cm

大の扁平で大型の石を利用して両袖部を造り出し、

さらに奥側にはおよそ 30× 25× 15 cm大の石を数

多く組み上げることでカマドが構築されていた。

遺物は、土師質土器 を中心とする小皿 1901・

1902、 邦 1903～ 1905、 台付杯ないしは柱状高台

杯の範疇に属する 1906～ 1908な どが出土してい

る。

20号住居跡 (第 8・ 16・ 19図、図版 4-6)

調査区 Aの BoC-4グ リッドに位置する。
本住居跡は 5軒の住居跡と重複関係にあり、17・

21～ 24号住居跡によって切られ、とくに南半部は

破壊されており、南壁の一部がわずかに残存してい

た。

規模は、東西約 4.6m、 南北約 4.95mと 大型で

方形を呈する。もっとも良好な確認面からの深さは

約 40 cmを測り、壁は外に向かつて直線的に立ち

上がっている。

東壁際のやや南寄りには長軸約 115 cm、 短軸約

80 cm、 床面からの深さ約 12 cmで、焼土を多分

に含んだ掘り込みが確認された。おそらく、上部に

重なる 17号住居跡により壊されてしまった東カマ

ドの残欠である可能性が高い。

遺物は、放射状暗文のイ 2001。 2002、 甕 2003、

須恵器壷 ?2004、 転用硯 2005な どがあ り、lTN

2001はカマド内から出上している。
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21号住居跡 (第 9・ 16図、図版 5-1)

調査区Aの南東隅部 C-4グリッドに位置する。
3軒の住居跡と重複関係にあり、20号住居跡を

切り、 17・ 24号住居跡に切られている。また、本

住居跡は大半が調査区外となっており、北西コーナ

ーを中心に北・西壁の一部を確認することができた。

確認可能な規模は、東西約 ■45m、 南北約 2.8

mであったが、他の住居跡と同様に方形を呈する
住居跡と考えられる。確認面からの深さは約 35 cm

あり、壁は外に向かって直線的に立ち上がる。

発見された範囲内の中央からやや南寄りには、長

軸約 90 cm、 短軸約 60 cmの 巨石が出土した。

この大型の石は平らな面がほぼ水平で上向きとな

り床面から上方に約 20 cmだけその姿を現し出土

したが、床面から下部は三角形状を呈し下方へ約 30

～40 cmほ ど埋没した状態となっている。

遺物は、内黒の杯 2101、 皿 2102・ 2103、 須恵

器甕 2104な どがあるが、このうち皿 2102は大型

の石の上面に密着して、土圧で潰れていた。

22号住居跡 (第 9・ 16図、図版 4-7・ 8)

調査区 Aの C-3・ 4グ リッドに位置する。
4軒の住居跡と重複関係にあり、20・ 23号住居

跡を切 り、6。 17号住居跡に切 られている。南側

のほとんどが調査区外となっている。

規模は、東西約 4.Om、 南北は確認できる範囲で

約 1.lmを測 り、おそらく一辺約 4.Omの方形を

呈する住居跡とみられる。

調査状況から本来の深さは約 60～ 70 cmあ り、

かなりしっかりとした深い掘り込みをもっていた。

北壁の東側にはカマ ドが設けられており、南北約

100 cm、 東西約 130 cmを測る。両袖には用材と

してそれぞれ 1個づつ扁平で大型の石が袖石とし

て使用され、さらにその周りには白色粘土などを混

ぜた上でカマドの袖を構築していた。また、カマド

内の焚き日から燃焼部にあたる範囲内で焼土と炭化

物が充満していた。

遺物は、皿 2201・ 2202、 内面に暗文を施 した

内黒の杯 2203、 甕 2204な どが出土している。

23号住居跡 (第 9・ 16図、図版 4-7)

調査区 Aの C-3・ 4グリッドに位置する。
4軒の住居跡と重複関係にあり、20号住居跡を

切るが、6・ 17・ 22号住居跡によって切られている。

規模は、東西約 5.2m、 南側は調査区外となうて

おり、確認できた範囲で南北約 3,4mを測る。

確認面からの深さは約 30 cmを測 り、壁は外に

向かって直線的に立ち上がっている。

北壁の東側には、長軸 150 cm、 短軸約 100 cm

ほどの楕円形状に焼土と炭化物が散在しまとまった

部分があり、その中央には 50× 35 cm大の良好な

火床範囲が検出された。おそらく、17号住居跡に

よって壊された本住居跡のカマド跡ではなかったか

と考えられる。

遺 物 は、内黒 の杯 2301・ 2302、 鉢 2303、 甕

2304。 2305、 甕 2306な どのほか細片の土器が多

く出土している。

24号住居跡 (第 9・ 16図 )

調査区Aの BoC-4グ リッドに位置する。
3軒の住居跡と重複関係にあり、20。 21号住居

跡を切り、 17号住居跡によって切られている。ま

た、東側半部は調査区外となっている。

幸いにも、北 。南壁の一部を発見することがで

き、C-4グ リッドの東面で本住居跡のセクション
を確認することができたため、規模が南北約 4.25

mを浪Iる ことが明らかとなった。東西の範囲は 17

号住居跡に切られていたことや 20号住居跡の覆土

中で確認することが困難であったため、不明であ

る。おそらく、本住居跡は一辺約 4,Omの方形を

呈していると推測される。

調査範囲では、硬く踏みしまった良好な床面が検

出され、17号住居跡が存在する範囲内では重複の

ために硬い床面は切られ、続きはみられなかった。

遺物は、内黒 の邦 2401・ 2402、 甕 2403な ど

があり、ほとんどこの範囲で出土した遺物は細片で

あった。

25号住居跡 (第 9・ 17・ 19図、図版 5-2～4)

調査区 Bの A-5・ 6グリッドに位置している。

4軒の住居跡と重複関係にあり、26～ 28・ 38号

住居跡を切っている。北 。西側は調査区外となって

いる。

調査した範囲内の東 。南壁については他の住居跡

の覆土中に掘り込まれていたことから、確認が容易

でなく不明である。しかし、カマドの位置関係と住

居跡中央に向かって西側へと展開する硬く踏み締

まった床面の存在から、調査範囲における規模は、
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およそ東西約 3.5m、 南北約 2.7mを測ると推測

される。

カマドは、住居跡の南東に設けられた東カマドで

あったと考えられる。長軸約 90 cm、 短軸約 90 cm

あり、扁平で大型の石を直立させて両袖の心に使用

し、さらに 20～ 30 cm大 の石を組み上げ白色粘土

を含んだ上で袖部が構築されていた。カマド内の奥

には焼土と炭化物が充満しており、カマ ドの周辺に

も焼土や白色粘上が散在していた。

硬く締まった範囲の南東寄りの床面直上からフイ

ゴの羽口 2507が 出土した (図版 5-4)。 そして、

この羽日の近辺からは赤化し長方形状に加工された

ようなレンガ状の石や扁平な台石状のものが床面の

直上から出ている。この 35× 25× 10 cm大の扁平

な台石表面中央には、何かの圧力で弾けた箇所が観

察された。

遅霊彩オイよ、 均ド2501・ 2502、  IllL 2503、  警亀2504、

羽釜 2505、 灰釉陶器の壷 2506、 フイゴの羽 口

2507、 鉄鎌 2508、 鉄斧 2509、 ヤリガンナ 2510、

不明銅製品 2511な どが出土している。

このうち、遺物 2501～2506の 土器類はすべて

カマド内から出土したものを掲載した。

また、カマド北側には 45× 25 cm大 の白色粘土

の塊があり、その周囲から鉄鎌 2508と不明銅製品

2511が、鉄斧 2509は調査区 Bの北西隅部の床面

上から出上している。

さらに、カマド内中央には焼土が検出され、その

上面から鉄津 (碗形津か ?)が出上したが、これだ
けに限らず、本住居跡内と周辺からも鉄津が出てい

る。

今回調査を行った調査区(A～ C)全体からみても

鉄製品や鉄滓、羽日の出土などが、この辺りで偏在

してみられることから本住居跡ないしは調査区 B

の周辺に鍛冶関連の遺構が存在する可能性も考えら

れる。

26号住居跡 (第 10・ 16・ 19図、図版 5-5・ 6)

調査区 Bの A・ B-5,6グ リッドに位置する。
5軒の住居跡と重複関係にあり、このうち、27・

28。 33・ 34号住居跡を切 り、25号住居跡に切ら

れている。

南半部は、調査区外となっており不明である。

東半部は他の住居跡と重複が激しく明確に壁を確

認できなかったが、カマ ドの位置関係から東西約

4.Omを測るとみられ、調査可能な範囲内での南北

は約 2.35mの規模を有する。確認面からの深さは

約 30 cmで ある。

床面は、ほぼ水平で東カマ ドの正面から住居跡中

央に向かつて硬く踏み締められた面が良好に認めら

れた。

カマ ドは遺存状態がかなり良好で東壁に設けら

れ、東西 80×南北 85 cmの大きさがある。両袖に

は 30× 30× 15 cmか ら30× 30× 35 cm大の大型

の石を直立させ、さらに 15～30 cm大の石を多数

組み上げ、カマ ドの心を構築していた (図版 5-6)。

また、カマ ド奥の煙道部とみられる箇所には 25～

30 cm大 の扁平な石を並列して天丼部を造 り出し

ていた。カマ ド中央には焼土と炭化物が充満してお

り、そしてカマ ド正面の床面上にはところどころ灰

が薄く層状をなして堆積していた。

遺物は、郭 2601・ 2602、 羽釜 2603な どがあ

り、2601と 2603はカマド内から発見され、2602

はカマ ド正面の床面上から土圧により潰れた状態で

出土した。

27号住居跡 (第 10・ 17図、図版 5-7・ 8)

調査区 Bの A・ B-6グ リッドに位置する。
4軒の住居跡と重複関係にあり、28号住居跡を切

り、25・ 26・ 34号住居跡によって切られている。

とくに、本住居跡は 26・ 34号住居跡と重複がか

なり激しいことから、明確に調査できたのは東壁と

これに付設されたカマド跡だけであったが、他の住

居跡との切り合い関係から勘案し、掲載した一辺約

2.8mほ どの方形を呈する住居跡であったと考えら

れる。

カマ ドは、80× 75 cmを測る東カマ ドであり、

カマ ド袖部のあたりに約 20～ 30 cm大 の石がまと

まって出上したが、34号住居跡の構築で壊されて

しまっている。

遺物は、見込み部から内面体部にかけて放射状暗

文が施された杯 2701、 須恵器高台郷 2702が あ

り、2702の一部破片はカマ ド内から出土している。

28号住居跡 (第 10・ 17図、図版 5-5・ 7)

調査区 Bの A-6・ 7グリッドに位置する。

4軒の住居跡と重複関係にあり、25～ 27・ 34号

住居跡に切られている。住居跡の北東部はその大半

が調査区外となっており、全体像は明らかでない。
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確認できた範囲内での規模は、東西約 4.lm、 南

北約 2.2mあ り、確認面からの深さ約 50 cm、 25

号住居跡床面レベルか らの深さは約 40 cmを 測

り、かなりしっか りとした掘 り込みをもつ遺構で

あった。

床面は多少の凹凸はあるがほぼ水平を保ってお

り、調査範囲内では 30× 25～ 70× 35 cm大 の台

石状の扁平な石が床直上に据えられていた。

また、壁に沿つて幅 20～ 25 cm、 深さ約 10 cm

ほどの壁溝が全周しながらみつかっている。

遺物は、外面横磨きで内面放射状暗文のある杯

2801、 盤状の杯 ?2802、 須恵器蓋 2803、 須恵器

高台郭 2804、 砥石 2805・ 2806な どが出上 して

いる。

29号住居跡 (第 10・ 17図、図版 6-1)

調査区 Cの C-5。 6グ リッドに位置している。

3軒の住居跡と重複関係にあり、31・ 32号住居

跡を切り、30号住居跡に切られている。西と南側

は調査区外となり不明である。

調査した範囲内では確認時の平面プランと調査区

Cの南側セクションの観察で東壁を確認できたが、

北壁については 30号住居跡に切られ明らかでな

い。

調査区 C内での規模は、東西約 2.7m、 南北約 1.9

mであった。
床面は硬く踏み締まった面が南西側に偏在して確

認できてお り、その床面上には 60× 40× 15 cmほ

どの大型で扁平な台石状のものが置かれていた。

遺物は細片のものが多かったが、大型の杯 2901

や内黒の杯 2902な どが出土している。

30号住居跡 (第 10・ 18図、図版 6-1・ 2)

調査区 Cの C-5・ 6グ リッドに位置する。

5軒の住居跡と重複関係があり、29。 31・ 35。

37号住居跡を切り、36号住居跡によって切られて

いる。

北と西側については調査区外となり、不明である。

調査範囲内での規模は、東西約 3.Om、 南北約 2.5

mを測り、確認面からの深さは約 35 cmある。
カマドは東壁に位置し、東西約 1,3m、 南北約 1.1

mあ る。カマド袖部は約 20 cm大の石を複数に積
み上げて構築されていることが窺えた。また、カマ

ド内の焚き日から燃焼部、そして煙道部にかけて全

体的に焼土と炭化物が充満していた。

床面はほぼ水平で、中央の床面上から20～ 30 cm

大の石がまとまって出土している。

遺物は、不 3001・ 3002、 土師器の高台郭 3003

などがあり、3003はカマド内から出土している。

31号住居跡 (第 11・ 18図、図版 6-3～ 5)

調査区 Cの C-5。 6グリッドに位置している。

4軒の住居跡と重複関係にあり、35号住居跡を

切り、29。 30,32号住居跡に切られている。また、

東と南側は調査区外となっており、詳細は明らかで

ない。

調査区内の規模は、東西約 2.6m、 南北約 2,9m

を測る。確認面からの深さは約 50 cmあ り、調査

区 Cの東面セクションの観察で本来深さが約 60 cm

あったとみられ、しっかりとした掘り込みをもつ住

居跡であった。

カマ ドは北壁にあり、今回その半分をちようど主

軸線上に調査することができ、南北約 130 cm、 東

西約 35 cmの 範囲を完掘することができた。なお、

調査区 Cの東面セクション観察では炭化物を多分

に含む焼土層が焚き日から燃焼部を経て、煙道へと

向かって良好に堆積しており、しかも重複する 35

号住居跡を切りながら焼土層が抜けていく状態がよ

く観察された (図版 6-5)。

さらに、カマ ドの上部には 30 cm大以上の扁平大

型の石が天丼石として設置されていたことも確認で

きた。

袖部は長軸 80 cm大ほどの扁平石を直立させ 2枚並

列し袖の芯を造り出していた。

カマ ドの正面から住居跡中央に向かっては、 15

～50 cm大の数多くの石が出土している。おそ らく、

図版 6-4にみるように北のカマドから南西側の床

面に向かって大きく崩壊しており、元々カマ ドの構

築材として使用されていたものが住居跡の廃絶に伴

い大きく崩れた状態ではないかと考えられる。

床面は、水平をほぼ保っており、カマ ドの正面か

ら住居内の広い範囲にわたって硬く踏み締まった面

が展開していた。

遺物は、見込み部から内面体部にかけて放射状暗

文を施す杯 3101、 渦巻文と区画を暗文で施した内

黒の邦 3102、 放射状暗文の皿 3203、 渦巻状暗文

の皿 3204・ 3205な どが出土している。
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32号住居跡 (第 11・ 18・ 19図、図版 6-6)

調査区 Cの C-5グ リッドに位置している。
2軒の住居跡と重複関係にあり、31号住居跡を

切り、29号住居跡が上部に重なっている。また、

西と南側は調査区外である。

確認できた規模は、東西約 2.lm、 南北約 1.2m

で隅丸方形状を呈するとみられる。また、29号住

居跡の床面からの深さは約 25 cmを浪Iり 、壁は緩

やかに立ち上がっている。

遺物は、杯 3201、 皿 3202な どが出土している。

33号住居跡 (第 11・ 18図、図版 5-7)

調査区 Bの A-5・ 6グリッドに位置している。

2軒の住居跡と重複関係にあり、26・ 34号住居

跡により切られている。住居跡の大半は調査区外と

なっている。

確認できた規模は、東西約 2.Om、 南北約 1.2m

で、ちょうど住居跡の北東コーナー周辺にあたる。

掘り込みの深さは、26号住居跡の床面から約 20

cmあ り、地山の礫層を掘り上げて構築されていた。

遺物イよ、 外 3301・ 3302、  須月意器均靡3803、  須テ誤

器高台杯 3304な どがある。

34号住居跡 (第 11・ 18図、図版 5-7)

調査区 Bの A・ B-6グ リッドに位置する。
5軒の住居跡と重複関係にあり、27・ 28,33号

住居跡を切り、25,26号住居跡に切られている。

本住居跡も 27号住居跡と同様に重複が激しく、

住居跡の全体像を把握する上で困難を極めた。その

ため、重複関係にある住居跡と周囲の地山の残存状

況から勘案して、図面上破線でもって復元を試みて

いる。

カマ ドは、東側に位置しており、27号住居跡の

カマドを一部切って、26号住居跡のカマ ド南東側

下部から発見された。規模は、東西 85 cm、 南北

は確認可能な場所で約 60 cmを測る。カマ ド内は

炭化物や焼土が多分に充満していた。また、北側の

袖部は 26号住居跡の影響で若干壊れていたが、南

の袖部は 2個の大型の扁平石を東西に並べてあっ

た。

遺物は、杯 3401・ 3402、 内黒の高台杯 3403、

甕 3404、 羽釜 3405な どがあり、甕 3404は カマ

ド内から出土している。

35号住居跡 (第 11・ 18図、図版 6-7)

調査区 Cの C-6グ リッドに位置する。
確認できたのは、およそ ■2× 1.2m四方のわず

かな床面のみの範囲であり、東側は調査区外で、南

は 31号、西は 30号、北は 37号住居跡によって

切られており、ほとんどが削平を受けていた。

しかし、床面は南側にかけて硬く踏みしまった良

好な面が幸いにも残っていた。

調査時には約 30 cmほ どの覆土が堆積していた

が、出土した遺物は、須恵器高台郷 3501と 灰釉陶

器の壷 ?3502の 2点のみであった。

36号住居跡 (第 11・ 18図、図版 6-7・ 8)

調査区 Cの BoC-5,6グ リッドに位置してい
る。30・ 37号の 2軒の住居跡を切っている。

北と西側は調査区外で明らかでなく、南側は 30

号住居跡の床面上から出土した石のまとまりとの関

係から、図化した辺りで南壁が巡つていたと考えら

れる。

カマ ドは調査区 Cの北面でその南半分が確認さ

れた。東西約 90 cmで南北は確認できた範囲で約

30 cmを測る。最初石が集中して出土したことか

ら、ただの石沼りかと思われたが、1点 1点丁寧に

取り除いていった結果、天丼石と袖石が組み合わ

さったまま斜めに崩れている状態が確認された。ま

た、カマ ドが位置する調査区 Cの北面際からは焼

土と炭化物が検出され、取り除いた多数の石と伴に

羽釜 3602が出上した。

遺物は、カマ ド内から邦 3601と 羽釜 3602が出

土している。

37号住居跡 (第 11図、図版 6-7)

調査区 Cの C-6グ リッドに位置している。
3軒の住居跡と重複関係にあり、35号住居跡を

切り、30・ 36号住居跡に切られている。

また、30号住居跡との前後関係については、本

住居跡と重複した位置と範囲からみて 30号住居跡

のカマ ドにはとくに削平を受けた状態はみられな

かったことから、本住居跡のほうが古い時期である

と考えられる。

遺物は、今回とくに出土していない。
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NO 器種 器 形 胎 土 色調 焼成 文様・調整 ,特徴 障区

0101 +舗祟 邦 赤色種十、長石、石栗 赤茶褐色 良

杯 (2 5) (124 赤色粒子、長石、石葵

010g 十誦窯 邦 示茶褐色 良 こ都糸切痣.

0201 土師器 杯 (64) 密、赤色粒子 、長石、石英 茶褐色 良
付面体部放射状暗文、外面体部ヘラ削り、握
都糸切痕 .

020を 土師器 不 41 (3 8) 密、赤色粒子、長石、石英 赤茶掲色 良
勺面放射状暗文、外面体部下半ヘラ削り、
酎体部語書 「 LI^

020( 十師祟 杯 赤色種十、長石、石要 栓褐色 良 外面ヘ ラ印|り  内而股射状暗支
皿 (1 1 (6 3) 密、赤色紅子、長石、石葵 艮 胎巻状暗文

D20〔 土et祟 配 橙褐色 良 偶巻状障文

イ (3 5) (108 箔、赤色粒子 明茶 褐 揮 ,電。

030Z 上ET4 邦 暗橙褐色 長 外面ヘラ肖1り  内南放射潰陪支
(7 2) 眠、赤色粒子 、長石、石葵 格 褐 文 。

土師器 配 赤茶褐色 良 肉面渦巻状賭文 .

iO Oi 赤色泣子 、長石 明椿褐■ e 而削 り 削 り出 1志合 _

030G 土師器 高台郷 (1 4) (8 0) 密、金色蜜母 淡黒灰色 良 内面底部鉄滓融着、増1局の可能性あり

0401 土節票 rT 暗赤褐色 良 外面ヘ ラ削 り 内面 tjt射渋陪支
(1001 Z、 赤色粒子 長石、石英 措 褐 ■ 2

0409 土師器 皿 ¬56 赤れ粒子 岳石 石革 良 勺面渦巻状暗文 .

石英、自・ 黒色粒子 灰褐伸

土師鶏 皿 21 12 4 やや密、赤色統子 石薬 長石 良 I 部外面ヘ ラ削 り. 2

0502 +舗黒 マや租、長石、石英 茶褐魯 良

黒色高台皿 13 5 l■、赤色粒子、長石 良 I 1面黒色処理 . 2
0504 4-B14 奪 長石、石英、金色雲母 黒茶色 良 ん外雨ハケ調書_

104 阻、長石、石英、金色蜜母 晨 2

0602 土師器 邦 乙植二 良 巨部糸切痕 .

l■、赤色蔵子、長石、石英、金色雲母 格褐葎
一良

土師器 郷 108 R、 長石、石真、金・黒Ⅲ雪母 小石 良 I 巨都糸切痕Ⅲ

D60t 十eT器 マや粗 、赤色柾子、長石、金色雲母 橙褐伸 良 吏都糸切痛 .

皿 2 3 100 l■、長石、石英、金色室母 良 I 2
0701 土舗票 赤 色粒 子 、長 石 橙褐色 良

密、自・ 黒色粒子 艮

070( 土師器 導 良

一
内外面ハケ調整、

l■、赤色粒子、長石 格褐葎 良

士師器 杯 4 2 11 0 密、赤色粒子、長石、金色室母 良 I 文、外面ヘ ラト りⅢ 3

D80C 十舗鶏 赤色粒子、長石 暗橙褐色 良 灼面般射状陪支 外而ヘ ラ
皿 る、赤色粒子、長石 良 I Pそ。 3

土師撃 邦 (4 3) 黄褐色 良 体部外面ヘ ラ削 り.

やや粗、赤色粒子、長石 搭褐伸 良 II

土雨鶏 雰 (12 8 良 I 琳面体都ヘ ラ削 り. 3

0904 十舗器 赤色粒子、長石 推4B揮 良

郷 12 6 3 7 ζ、赤色粒子、長石 良 I― 3
D90C 4-師祟 奪 贈茶褐色 良 為外面ハケ調整 _

(21 81 密、赤・ 白粒子 酵 茶 揮 良 I

090E 灰釉陶器 長頚護 良 琳面上半部 , 坪鼈̂ 3

やや粗、赤色泣子 明茶褐揮 良

脚高高台邦 lR、 石英、金色雪母 良 I 9

120Z 十節宵十器 脚 高 高 台然 赤色粒子 、長石 責褐色 良 ロクロ回転_

脚高高台邦 やや粗、赤色粒子、長石 石英 良 I 3

土師暫土串 杯 賛褐色 良 クロ回転_口緻部スス付
13 8 笞、赤色粒子、長石 賠 搭 褐 揮 良 I

土師質土器 /Jヽ IIt 賭橙褐色 長

一
二部回転糸切痕 . 3

酵赤褐伸 良

土師質土器 /」 皿ヽ 2 3 9 2 4 4 良 I 五部回転糸切痕。 3

120G +師菅十器 川、師 暗赤4B揮 良 貞執回転糸切療 ^
/Jヽ llll 9 2 C、 長石、金・黒色雪母 良 I 蜃部回転糸切痕 . 3

1211 土舗宵 +祟 /1、 m 贈赤褐色 良 えをほ回速糸切痣.
やや粗、石葵、長石、金色雪母 艮

磁 器 白磁皿 ζ、黒色粒子 乳 白色 良
大学府編年白磁XI類 (10c後 半～Hc中
頃)。

1214 十舗暴 鉄 ? 長石、石要、小石 贈赤褐れ 良

羽釜 (27 21 ■、長石、石英、金色璽母 良 I 3

土製品 権 (お も り) 7 4
l■、赤・白色粒子、小石、石英、金色雲

殿
暗橙褐色 長 上部に直径約 6れ昴の穿孔あり.

十師巣 赤色泣子、長石 辞悟褐伸 良

土師器 イ ζ、赤色粒子 長石 長 底都回転糸切痕 . 4

赤色粒子 、長石 椿褐伸 良 貨著【同転 糸切 |

130コ 土師器 lm 艮 底都回転糸切痕 . 4

赤色粒子 、長石 椿楊伸 良 貨著【同韓 糸切 |

土師器 蔑台杯 5 2 (6 6】 艮 内黒土器 . 4

(6 8) ζ 、赤色粒子、長石 搭褐伸 良

1308 灰釉陶器 皿・ 転用硯 灰 白色 良 内面底部硯面.周緑部打盤調整 _
15 0 (17 0 a、 長石、石葵、金色雲母 酵赤茶褐在 良 I

±師器 甕 9 7
a、 赤色粒子、石英、金・黒色雲母、小

暗赤褐色 艮 体部割れ 口部分に擦痕が全周。

十師 管 十 賠茶褐梅 良 覧著【同転 糸切 痛 _

1402 土師質土器 /1ヽ椀 7 5 ■ 長石 石薬  金伸雲母 赤茶褐色 艮 巨音[回転糸切痕 . 4

H専赤茶楊 rt 良

土師管土器 台付 /Jヽ m ■ 岳石 金・塁葎室母 暗茶褐色 良 I

耳皿 石葵、金・ 黒色雲母 賠赤茶褐々

土師宵十票 十祟片興円搬 明橙褐色 査径6 2cm 幅 1 2cШ  穿剤 8 mm_今 日磨耗 ^
土製品 権 (お も り) ■ 長石、石葵  黒色雪母 亘径約 6 mmの 穿孔あ り。 1216と 類似。 4

第 1表 住居跡出土遺物一覧 (1)
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器種 器 形 胎 土 色調 焼成 文様・調整・特徴 膵図

501 土師質十窯 小 配 8 5 5 5 【R、 金・具色雪母 賠 茶 褐 揮 a 蒔都 回転 糸虐

R警黒茶褐イ 良 重部回転糸痕 .

50( 土師管十窯 ガヽ配 lR、 長石  金・ 黒伸室母 緊茶 伸 R著【回転糸痛

暗赤褐色 良 巨都回転糸痕 .

50〔 上師宵十祟 柱状高台小 配 (8 3) 卜R、 長石  金・ 黒伸軍母 黒茶褐 葎 e 滝都 同転 糸痛´

賭橙褐色 良 巨部回転糸痕。

50弓 土師宵十鶏 台付 rT 7 2 卜R、 金・ 黒色蜜母 暗 茶 褐 侮 e 滝部回転糸痛´

暗赤茶褐荏 臣部回転糸痕 .

50( 土師宵土器 台付折 7 2 【R、 長石、石真 金・黒色蜜母 蒔ホ茶褐t 星 記部回転糸蕉 ^

壺部回転糸痕。

1 土師質土器 柱状高台郷 ? (13 0 lR、 金・ 黒色蜜母 賠示茶褐在 長

土師暫土器 /1ヽ皿 2 6 9 3 4 6 阻、長石 、金・ 黒色雪母 酵茶褐揮 農 走都回転糸療 ^
十節 宵 +

土師質土器 Jヽ椀 2 9 4 4 阻、長石 、金・ 黒色雲母 赤茶褐魯 農 史部回転糸虐 .

十製 品

土師質士器 脚高高台rT ζ、赤色粒子、長石、金色雲母 贈歯褐色 良

十師 宵 十 ′卜冊

4 7 18 8) (6 8 阻、長石、金色雲母 暗茶褐色 良 巨部回転糸痕 _

704 +師器 羽 奪 岳石、石糞  金伸雪母
、自・ 黒色紅子 灰 白色 農

灰釉陶祟 幸 ? 灰褐魯 e

赤色柾子、長石 、石英 橙褐色 外面体部ヘラ削 り。

BOを 土師器 必 2 21 (5 0 密、赤色粒子、石英 搭褐伸 自 糞蔀回転糸痕
^

土師器 皿 2 9 1 9 4 2 lfl、 赤色粒子、長石、石葵 橙茶褐魯 農 外面体都下半ヘ ラ削 り_

十師祟

土師器 皿 2 7 2 0 5 6 ζ、長石 橙褐色 良 葺都外面ナデ

十師繋 m

巴、赤色粒子、長石 、石英 賭茶お 良 底著h回転糸痕 .

80( 土BT祟 高台邦 5 2) 4 赤色粒子、長石 悟褐梅 農 Å黒十器^外商体都ヘラ削り̂

1 土師器 小型奎 (7 8) l■、長石 、石葵 黒褐色 農 外而体都絡方商のハケ ロ.

土師質土繋 」ヽ皿 2 7 9 1 4 6 l■、金・黒色雲母 黒茶褐色 良 i著[回転糸切痕 .

90を 十節盲十器

茶褐色 巨都回転糸切疫 .

90Z 土師宵土鶏 郷 5 0 13 4 (6 8 賠茶褐伸 農 貞と[回転糸切慮 .

土師質土暴 台付邦 (7 8 l■、長石、金・黒色雲母 暗茶褐色 農

十

(5 0) l■ 、長石 、金・ 黒色雪母 橙褐色 良 巨著[回転糸切痕 .

90( 十製品 +鈍 Z 赤色粒子、長石 黒茶 褐 各 岳卜4 2cm 幅2 0cm 李剤苗客 4 mm^

土師器 バ 4 2 10 8) (8 0 赤色維子 、長石 陪 IIH褐角 農 灼雨教射状酵文 外而体都ヘ ラ削 り.
200【

小型孟 巴、黒色粒子 暗灰色 農 ロクロ

2101 +舗器 邦 5 3

赤色粒子 、長石 橙 白色

210( 土師祟 m 2 9 11 8 2 0 笞、赤色粒子 、長石 、石英 椿褐侮 e

土師器 皿 2 6 12 2) (6 0) 4、 赤色粒子、長石 格褐色 農 外面体部下半ヘ ラ削 り_

220Z

上師器 坪 13 0) l■、長石、黒色雲母 賭橙褐色 良 内黒土器。内面賭文あ りぅ

220Z 十節器 暮 岳石 、石章  金伸室母  小石
l■、長石、石葵、黒色雲母 暗茶色 良 壷部回転糸切疫 .

230を 上師祟 邦 7 7 ζ 赤色粒子、長石 搭茶褐伸 e 外而体部ヘ ラ削 り^

230と 土師票 暮 (27 4 十R、 長石、金色室母 陪赤褐伸 農

土師鶏 小型筆 15 5 lR、 長石 、石葵 、金色室母 普橙褐れ 農 ロクロ整形  口唇部僅力Wこ ナデ ^

土師器 4T 16 6 ζ、赤色粒子、長石 橙褐色 農 ん黒土器.

土師器 邦 4 0 12 9) (5 0) 阻、赤色粒子 、長石 、石英 橙褐色 良 PII面体部ヘ ラ削 り_

2SOラ

土師器 皿 12 1 l■、赤色粒子、長石、石英 橙褐色 良 PII面体部下半ヘ ラ削 り、

250Z

土師器 羽釜 (21 4 l■、長石、石葵、金色雲母 赤橙褐色 良 均面jIE方向のハケ ロ_

250て

土製 フイゴの羽口 密、赤色粒子 、長石、黒色雲母 灰黄褐色 良 大長 10 5cm、 最大幅8 6cm、 最大庫2 6cm^

土師黒 不 4 4 14 2 4 8 la、 赤色粒子、長石、石英 橙褐色 農 昧面体都ヘ ラ印|り _

2701 上師窯 邦 (6 8 乙、赤色粒子 、長石 曽格褐伸 農 ん面放射状時文.

2801 十舗祟 邦 畜 赤色粒子、長石、石英 椿褐0 農 Å面投射状陪支 外雨粘方山の磨き.
赤色粒子、長石 橙褐色

2803 察烹器 善 lR、 白葎統子 吉灰魯 e

高台杯 13 0 9 3 阻、 自色棲子 、長石 、小石 灰褐色 良

十 鏑 芥 Or鉄 麻 赤葎粒子 長石 陪本 格 fb 窟 外面体 都 ヘ ラ削 り_

土師器 斥 Or鉢 (22 密、赤色粒子、長石 唯橙褐色 侵

第 2表 住居跡出土遺物一覧 (2)
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器種 器形 胎土 色調 焼成 文様・調整・特徴 障D

1、 赤色粒子、長石、小石 首福 a 農 荏暮【回転糸切落 .

3002 上師窯 杯 I

乙、赤色彩子、長石、石英 搭褐葎 農

3101 4-節黒 邦 I (6 2)

やや程、赤色粒子、長石、石英 格褐揮 農

310t 上誌鶏 配 I ややれ、赤れ維子 長石 鼻俸軍母
やや粗、赤色粒子、長石 橙褐揮 農 灼而渦拳渋譜支 ^

土師睾 配 251(131
乙、赤色泣子、長石 白苦褐れ 農 外面体部ヘラ印 り.

3202 土師器 a「 I やや粗、赤色粒子 長巧
やや粗、赤色粒子、長石、石葵 橙褐色 農 米面体都下半ヘ ラ削 り.

土師器 杯 (4 9)1 13 8 Z、 赤色粒子 、長石、石薬、金揮室母
須 点黒 やや粗、日色粒子 灰褐色 良 ホ面底部綴辺ヘラ削り。
須恵器 高台邦 I やや粗、白色粒子、長石
十誦業 赤 色種 子 、景 石 、小 石 橙褐色 良 牛面体都下半ヘ ラ削 り.

土師器 坪 4 2 1(11 6) 赤色粒子、長石 搭 褐 伸

340g 十舗器 黒得嵩台鉢 I 良

I(32 0 阻、長石、金色雲母 赤茶褐葎 ε 勺而構方向のハケ ロ 外面絡芳向のハケ ロ_
土師祟 司舅そ岳

臼色粒子 灰 白揮 農

3502 灰釉陶器 希 ? I 縦、黒色粒子

やや粗、赤色粒子、黒色雲母 黄褐色 良 壼部回転糸切痕 _

上師器 羽 釜 I(204 観、長石、金色室母

第 3表 住居跡出土遺物一覧 (3)

器種 器形 胎 土 色調 焼成 文様 。調整 。特徴 膊園

須恵器 ■ 石英、白・黒侮粒子
080C 須 烹碧 、石要 、自色粒子 黒灰色 良

11 7 17 3 ■、白・ 黒色粒子 こ磨 而 ^

OS08 須烹祟 灰 色 良

11 1 黒灰梅 E 為而に値かに黒療 >磨而 ^
130g 灰釉陶器 8 7

、石葵 、 自色粒子 黒灰i 農

須恵器 12 5 103 1 2 ■ 白・黒色粒子 小篠
2CO電 須 烹 器 青灰色 良 来嘉.内面に磨面 .

笞、自包粒子 黒灰褐Ⅲ 語底部の外面″転用
`

260コ 須恵鶏

320こ 黒灰種 農

第 4表 住居跡出土遺物一覧 (4)

No 石 材 特   徴 挿図

5 7 3 2 花 高井 砥石 側而の5而が砥而̂
り。

花高岩 低石 .

Zg.

170ラ 3 5 花 簡岩 砥石 .

石 。

6 3 花絡井 置石 ^

:腐岩 I砥石 、表薬に湾曲 した砥面 .
花臨岩 置石 、

第 5表 住居跡出土石器一覧

配 特   徴 挿図

I 2 4 欧斧。

第 6表 住居跡出土鉄製品一覧

配
残存都計瀬1値 (cm)

特   徴 挿図
最大幅 最大厚

下明。

第 7表 住居跡出土銅製品一覧
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2.その他の遺構

a.上坑 (第 20、 21図、第 7表、図版 7)

調査をおこなった範囲内では、調査区 Aの北東側にかけて土坑が偏在する傾向がみられた。

b.ピ ット (第 20図、第 8表 )

ピットは、調査区Aの北西側でまとまり確認されたが、互いのピットどおしで規則的に並ぶものはみられ

ない。

しかし、調査区の南西側に位置する土坑 12・ 13は坑内ないし覆土中にピット状の掘り込みが観察されてお

り、これら両土坑と北東部に位置する P8・ 9との位置関係からみて四本柱の建物跡であった可能性も考えら

れる。

No グリット 形態
m)

備 考 図版
長軸 I短軸 深 さ

1暑 形

膨 0 38 7

A-3 形

08 1 0 75 0 20

5号 B-4 不 啓 ¶ 1 65 1 1 25

7

7昇 不 啓 1 0 78 1 0 64

0 92 1 0 80 12号住 よ り古 . 7

配 グリッド 形態
夭見   15き   くれユ′

備考 図版
長 軸 短軸 深 さ

9暑 糖 円形 12号住よ り古。 7

I手| 禾 啓 杉

1■おヨ B-1 緒 円形 1 00 0 59 7

A-3 不 愁 形 0 72 7

第 8表 土坑一覧

第 9表 ビットー覧

A区

キ

第 20図 土坑・ピット分布図
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配 グリット
規  模  (Cm,

備考
長軸 短 軸 深 さ

P6 A-2 0

O A 0 ク

PR 04 0

6

5

0

♀   (1:子 00と   im
C

醜 グリンド
cm)

備考
長 軸 短 軸 深 さ

pl O-1

PR A-1

Pf A-1 0 15 0 ク7

:k01.:=:弾
/´｀



2号土坑

1号土坑

拿:麗g三森:捨縫:二魯ヨ患麓こ;:;夕孝「
8�大箋

―
~

7号土坑

―

・

308 800m 308 700m

308 700m
308.900m

4号土坑

5号土坑

6号土坑

一

・　
　
坤

一　

蜘一
ヽ

第 21図 土坑
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13号土坑
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第 22図  遺構外出土遺物 (1)
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一

診

中 86

第 24図 遺構外出土遺物 (3)

No
土

点

出

地 器種 器 形
大 き さ

胎土 色調 焼成 文様・調整・特徴 挿 図
口径 底 径

A-3 土師器 郭 4 赤梅粒子 長 石 良 外面積方向の磨 き、内面放射状暗文
^

22

筑 22図 2 赤色粒子、長石 金色雲母 賠椿褐存 &
2 土師器 イ 外面体部積方向の磨 き.

笛22国 4 ,0号台 赤色粒子、長石 格褐伸 e 外而緒磨去 内而股射状膳支_繰刻あ り
土日配器 年 る、赤色粒子 長石 1面放射状暗文、外面下半ヘラ削 り.

筑22国 6 十雨鶏 、赤色種子 、長石、石葵 示橙褐在 農 外而療
= 
内而教射渋 R誓支 _

上師器 不 密、赤色粒子、長石 外面積磨 き、内面放射状暗文 .

筑 22国 8 2手|千 十師繋 、長石、赤色粒子 橙褐侮 長 外而体とζ下半ヘ ラ翫 り 内而股射状膳支
薬 幕 る、赤色粒子、長石 黒Ⅲ雪母

第 22図 lC Ⅲ2与キ 十師翠 落 語 、赤色粒子、長石 橙褐魯 農

凸帯帯 毬、赤色粒子、長石 石革
密 芦 、黒色粒子、長石 黒灰律 p

須恵器 鉢 ? やや粗  白・黒侮粒子
須 蕉窯 、自色種子、長石、黒色雲母 白灰侮 Bl著[^

,9号t 須恵器 高邦 灰 白色 即者[.

筑22園 lG 咀、自・ 黒色泣子、石英 灰 揮 御菩【_

A― イ 土師器 善 長石 ホ伸粒子 橙褐色

蓋 (156 a 長石  白色粒子 赤搭 楊 伸

第22図 欄 B-4 須 熙 善 黒灰色

蓋 (17 8 組 白色粒子 長石 灰 Ⅲ

筑22図 2 倉烹界 善 灰 白伸 農

土師器 高台イ 踏 長石 赤色粒子 面放射状暗文  削 り出 し高台 .

第 10表 遺構外出土の遺物一覧 (1)
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No
土

点

出

地 器種 器形
大  き

胎 土 色調 焼成 文様・調整・特徴 挿図

第22図 2( 土師懇 高台邦 長石、赤色粒子

22

`粒子 赤橙褐色 農 勺雨放射状 H4支 曽 り出 し高台 ^
第22図 2〔 須点黒 恵台邦

`R、

 白・黒 !粒子
黒灰色 礎

第22国 2, A― E 須烹黒 高台邦 ■、自色粒子、長石 小石
灰 白色 農 冷″赫 ^

第22図 2モ A― イ 灰釉陶祟 m (13 やや率R、 黒色粒子 ;I ll。

灰 白色 農 殺配 ^

B― ( 灰絶陶祟 冊 ややキR 黒 !粒子
.粒子 灰 白色 農

第22図 3t

当22国 3と

B― : 灰釉陶器 侵類請 やや*R、 黒色泣子

灰 白色 礎

第22図 3〔 B― 〔 灰釉陶器 薬語 ?

灰 白色 良

第22国 37 B― 〔 灰釉陶器 一硝 ぐや粗、黒色粒子
雪 22園 3E 灰 白色 良

6号t 灰釉陶器 ζ、黒色粒子 磁

錯22園 4C 10号 ri ′笑坪 賠灰褐色 良

瓦 女 瓦 1、 白色粒子、長石、小石 蒔茶褐

23

第23図 41 A-3 瓦 侵 長6 8cn、 幅 6 0cn、 厚 2 0cm、 格子 目状文 _

一笠 (5 2) 雪、赤・ 白・ 黒色粒子 陪赤褐魯 β

第23図 4と B― こ 陶祟 也の個体 との溶着痕あ り.

赤色粒子、石英 黒茶褐葎 農 ロクロ療 ^
第23図 4( 土誦線 第 ζ、 赤色粒子、長石

蛍23国 4i 石 橙褐色 良

土師器 不 (6 4) 笞、赤色粒子、長石

箋23国 4( 13丹 rl 橙褐色 良 ホ面体部ヘラ削り.外面体都寡書
第23国 5019号 侶 郷 (11 6 やや粗、長石、赤色泣子 格褐わ E

第23図 5,126号 増 +罷黒 然 ややれ、茄 き .

石、赤色泣子 格褐伸 農 米而庇都暴書 .

第23国 5( 10号ね 上師黒 郷 やや粗、長石、赤色粒子
筑2g 暗橙褐色 良 米面体都下半ヘ ラ削 り_体部に基書 _

土師器 ζ、赤色粒子、長石
箋23国 St 7子■栂 橙褐色 良 牛面底部黒書 .

郷 やや粗、長石、赤色粒子 格褐葎 ε

第23国 St :3暑侶 +節器 m 0や粗、長石 示i粒子 ホ面体都ヘラ削り.外面 き。

やや粗、長石、赤色柾子 講橙褐揮 農 米而体部ヘ ラ削 り_外而伝部基書 ^
22号む 土師器 斥

橙褐色 良 米面体都ヘ ラ削 り_外面体都票書 _
土師器 rT (4 8) Pや粗、長石、赤色粒子
箱烹器 良 可転糸切痕 .

やや粗、長石、赤色粒子 格褐伸 農 水都考

土ET黒 邦 や゙細 、長石

橙 4B色 農 米面体部ヘラ曽 り^外而体都議書 _
4号侶 土師器 イ Pや粗、長石、赤色粒子

蛍23国 61 暗赤褐 良 岳4 8cm 幅 4 3cm、  厚 1 5cm
薬毛 ? 雹、黒色粒子 灰 白葎 ヨ磁 2系。  I八割 り]か ?

第23図 7(

蛍238瑠 7

吉白磁 合 キ ク汁 紳 代

やや密、黒色紅子 白灰伸 自 12世系R代

第23図
"
B-4 白磁 硫 q、 黒色粒子

黒灰色 農 拒泉窯白花支.12世紳代 .
第23国 7を 天 目 茶碗 l、 黒色粒子

笛23国フ: 時灰色 長 13世紀代.中 国産Ⅲ
鉄 刀子

劣23国フi 十 黒 色 農 巨部回転糸切痕 .

沐 やや粗、長石、黒色雲母 塁灰侮 e 年lll彦 ^
第23図 7( 試 編 +祟 内耳鍋

やや粗、 灰 魯 ε 種泉察^13世紳以降か ?^
第23国 8 表 採 白磁 配 やや粗

第 11表 遺構外出土の遺物一覧 (2)

第 12表 遠橋外出上の遺物一覧 (3)

No
土

古

出

柳 器種 器形 胎 土 色調 焼成 文様・調整・特徴 挿区景大長 昇大幅 最大厚

室24図 8と 須 東鶏 自色粒子 黒灰Ⅲ 農 薩片^内面に磨面 ^
須恵器 q 白・ 黒色粒子

箋24図 8と 須 蕉黒 日 赤色粒子、小礫 灰褐伸 自

灰釉陶器 (7 6) ■ 白・ 黒色粒子 末墨痕。約 1/3残 存.内面に磨面 .
第24国 8( 灰釉陶 , 日色粒子 灰 伸 B 柔暴痘^約 1/4鵜 存^内面に磨商

灰釉陶器 (5 3) 良 4.外 底面に磨面 .
箋24国 B[ 須 煎黒 石要、自色粒子 塁灰わ B

試掘 須恵器 灰褐色 良 勺面に磨面 .
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第 3章 村続遺跡出土瓦の胎土分析

はじめに

村続遺跡は、荒川扇状地の扇央部に位置する遺跡である。本遺跡西方の台地は、黒富士火山の山麓斜面下部

と荒川の河岸段丘面とから構成される。この台地上には白鳳期の天狗沢瓦窯跡があり、瓦・須恵器などの生産

が発掘調査によって確認され、瓦の一部が胎土分析されている (河西,1990)。 しかし、天狗沢瓦窯跡から生

産された瓦の供給先については、現在のところ不明である。なお塩川の谷底平野 「藤井平」に分布する韮崎市

宮ノ前第 2遺跡では、奈良時代の瓦が多量に出上し、胎土分析によってデイサイ ト・安山岩が多く塩川・荒

川地域に産地が推定される瓦と花闘岩類が多く釜無川・荒川・塩川地域に産地が推定される瓦とが明らかに

なった (河西,1991)。 今回村続遺跡の堆積層から瓦の破片が少数出土した。ここでは、瓦の胎土組成を明ら

かにし、松ノ尾遺跡や天狗沢瓦窯跡の分析結果との比較などによって瓦の産地推定を試みる。

試料および分析方法

土器試料は、凸面が格子叩き目跡があり、凹面は布目跡が残る平瓦片である (第 1・ 2図 )。 以下の方法で

薄片を作製した。土器試料は、切断機で 3× 2.5cm程度の大きさに切断し、残りの試料は保存した。土器片

試料はエポキシ樹脂を含浸させて補強し、土器の器壁に直交する断面切片を切断し、岩石薄片と同じ要領で薄

片を作製した。さらにフッ化水素酸蒸気でエッチングし、コバルチ亜硝酸ナトリウム飽和溶液に浸してカリ長

石を黄色に染色しプレパラートとした。次に以下の方法で岩石鉱物成分のモード分析を行なった。偏光顕微鏡

下において、ポイントカウンタを用い、ステージの移動ピッチを薄片長辺方向に0.33 mm、 短辺方向に 0.40

mmと し、各薄片で 2,000ポイントを計狽Iする。計数対象は、粒径 0,05 mm以上の岩石鉱物粒子、およびこ
れより細粒のマトリクス (「粘土」)部分とし、植物珪酸体はすべてマトリクスに含める。

分析結果

分析結果を第 1表に示す。試料全体の砂粒子・赤褐色粒子・マ トリクスの割合 (粒子構成)、 および砂粒子

の岩石鉱物組成および重鉱物組成を第 3図に示す。重鉱物組成では右側に基数を表示した。岩石組成折れ線

グラフを第 4図に示す。この折れ線グラフは、各岩石のポイント総数を基数とし、各岩石の構成比を示した

ものである。クラスター分析の樹形図を第 5図に示す。クラスター分析は、折れ線グラフと同様の 10種の岩

石データを用いて行なった。クラスター分析での非類似度は、ユークリッド平方距離を用い、最短距離法によっ

て算出した。第 5図は、本遺跡試料のほか、村続遺跡出土瓦、天狗沢瓦窯跡、宮ノ前第 2遺跡の胎土分析結

果、および甲府盆地周辺地域の河川砂の岩石組成とを比較し、便宜的に 1～ 14の番号をクラスターに付した。

粒子構成では、砂粒子の割合が 11.1%で、赤褐色粒子が 4.7%を示す。岩石鉱物組成では、斜長石が 54%

と卓越し、石英・カリ長石なども多く、デイサイ ト・花蘭岩類・変質火山岩類などがこれに続くが、岩石のの

割合は低率である。デイサイ トの石基は細粒である。重鉱物組成では、酸化角閃石が最も多く、角閃石・不透

明鉱物・単斜輝石が検出された。第 5図では松ノ尾遺跡 No.1・ 天狗沢瓦窯跡 TNG― A・ 宮ノ前第 2遺跡

No。 15。 貢川河川砂試料などとともにクラスター 8を形成している。デイサイ ト・花闘岩類などから主として

構成される組成は、貢川・荒川流域の特徴であり、酸化角閃石が優勢な重鉱物組成もこの地域の特徴と一致す

ることから、本試料は在地的土器といえる。

瓦の産地推定

以上の分析結果において本遺跡試料と天狗沢瓦窯跡 TNG―Aとの類似性が認められることから天狗沢瓦窯

跡で本遺跡瓦が生産された可能性が存在する。ただしTNG―Aを除く天狗沢瓦窯跡出土瓦の多くは、花南岩

類の優占率がより高率で、第 4図では荒川河川砂試料とともにクラスター 6を構成している。村続遺跡試料

が、天狗沢瓦窯跡出土の典型的な胎土組成を示しているとはいえず、天狗沢瓦窯跡以外の生産地に由来してる

可能性も低くない。また村続遺跡試料は、宮ノ前第 2遺跡 No.15と の類似性が認められる。宮ノ前第 2遺跡
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第 1図 分析試料写真 (凸面)

l

1

V B A D GMtSsMSiC

V 変質火山岩類
B 玄武岩
A 安山岩
D デイサイト
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Mt変成岩類
Ss砂岩
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Si珪質岩
C 炭酸塩岩
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%
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火山ガラス計

その他計

第 1表 土器胎土中の岩石鉱物
(数字はポイント数を、十は計数
以外の検出を示す)

メ斗君『
;号

色英 ―単 緒 晶

色 央 ― 多 絶 品

カリ長石

長石

角閃石

酸化角閃石

単斜輝石 1

不透明鉱物

デイサイ ト

変質火山岩類

罹筒岩類

泥岩

史 出 カ ラ ス ー無 色

変質鉱物 5

泥質フロック

赤褐色粒子

マ トリクス 1686

合計 2000

石栗波動消光 +

パ ーサ イ ト

変質火山岩類岩質 ADi D

火山ガラス形熊

変質火山岩類 :AD安山岩質～デイサイト
質,Dデイサイト質 火山ガラス形態 :B
塊状

目  角閃石

国 酸化角FAl石

国 単斜輝石

囲 斜方輝石

■  不透明鉱物

０

％

　

０

第 2図 分析試料写真 (凹面) 第 4図 岩石組成折線グラフ
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□ 砂粒子
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変質火山岩類計 :田

花筒岩類   日

変成岩類計 麗
砂岩

□

□

団

目

田

国

第 3図 土器胎土の岩石鉱物組成

では、多様な胎土組成の存在から周辺地質の複雑さによる原料組成の多様性かあるいは複数産地の存在の可能

性などが指摘されている。No。 15を除く他の宮ノ前第 2遺跡試料は、クラスター 3およびクラスター 11に集

中する傾向があり、天狗沢瓦窯跡や村続・松ノ尾遺跡試料とも区別される。以上のように黒富士火山周辺の荒

川および塩川流域の古墳時代後期～平安期瓦を出土する遺跡における胎土分析結果からは、多様な産地の存在

が考えられる。荒川扇状地地域においても村続遺跡瓦の産地が存在する可能性も少なくはない。

村続遺跡・松ノ尾遺跡では、遺跡を埋積する堆積物中から瓦小片が出土していることから、さらに上流部で

より多くの瓦を出土するような遺跡の存在が期待される。今後の資料の蓄積を待って瓦産地にについて再検討

する必要があろう。

,漁ⅢⅢ概

'i挿

竜11言歳lltllllll慈 繍llll驀君l揃蘇隠llllllllllllll堆

粒子構成 岩石鉱物組戊 重鉱物組成
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第 5図 土器のクラスター分析樹形図

まとめ

村続遺跡出土瓦は、胎土組成が天狗沢瓦窯跡試料と類似することから、天狗沢瓦窯跡で生産された可能性が

存在すること、しかしそれ以外の荒川扇状地周辺の生産地に由来してる可能性も低くないことが明らかになっ

た。

(山梨文化財研究所 河西 学)
文献

河西学 (1990)岩石学的手法による天狗沢瓦窯跡瓦の胎上分析。『天狗沢瓦窯跡』,敷島町教育委員会、106-H4。

河西学 (1991)宮 ノ前第2遺跡出土瓦の胎上分析。『宮ノ前第2遺跡・北堂地遺跡』,韮崎市教育委員会、84-90。
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第 4章 ま と

今回の調査で奈良・平安時代の住居跡計 36軒が確認された。各住居跡内より出土した遺物から、8世紀後

半から 12世紀代にかけて、約 450年間の長期にわたりほぼ継続する集落が営まれていたことが明らかとなっ
た。以下は、発見された時期ごとの軒数をまとめたものである。

8世紀前半 遺構外および住居跡覆土中に混ざり遺物が出土。
8世紀後半 (2軒) 27号住 (新 )、   28号住 (古 )
9世紀前半 (3軒) 2号 住、20号住、33号住
9世紀後半 (4軒) 3号 住、 4号住、 8号住、31号住
10世紀前半 (12軒) 5号 住、 7号住、 9号住、H号住、21～ 24号住、26号住、29号住、32号住、34号住
10世紀後半 (6軒) 1号 住、13号住、18号住、25号住、30号住、36号住
11世紀前半 (2軒) 6号 住、17号住
H世紀後半 (2軒) 12号住、16号住
12世紀前半 (1軒) 14号住
12世紀後半 (2軒) 15号住、19号住
時 期 不 明 (2軒)35号 住、37号住

《 遺構について 》
今回発見された遺構は奈良～平安時代にわたる住居跡 36軒と土坑 19基、ピット14箇所である。
36軒の住居跡は調査範囲内で全面にわたって確認されている。調査区 B・ Cでは住居跡が複雑に重なり合
い両調査区の全面が遺構の覆土で満たされた状態であった。全体的に東側へと向かうに従い遺構の密度が高く

なる傾向にあり、集落の本林が東側に存在する可能性が見受けられる。

発見された住居跡 27・ 28号は時期的には 8世紀後半から末葉にあたるとみられるが、この後 10世紀前半
までの間は調査区のほぼ東半部にかけて住居跡が重複しながら偏在する傾向にある。

しかし、10世紀後半以降になるとその傾向はほとんどみられなくなり、調査区 A～Cの全体に散在し、12

世紀代には逆に調査区 Aの南西へと住居跡 14・ 15。 19号がまとまって検出された。
各住居跡のカマドについてみていきたい。36軒中 19軒で確認された。このうち、北カマ ドは 4軒、東カ
マドは 12軒、南東カマドは 3軒であった。

時期別には、8世紀後半(27・ 28号住)2軒中 1軒東カマ ド、9世紀前半(2・ 20。 33号住)3軒中 2軒い
ずれも東カマド、9世紀後半(3。 4・ 8・ 31号住)4軒中 3軒北カマ ド2軒と東カマ ド1軒、10世紀前半(5・
7・ 9・ H・ 21・ 22,23・ 24・ 26・ 29。 32・ 34号住)12軒中 6軒東カマ ド4軒 と北カマ ド2軒、10世紀
後半(1・ 13・ 18・ 25。 30。 36号住)6軒中 5軒東カマド4軒と南東カマド1軒、11世紀前半(6。 17号住)
2軒中 2軒北カマド1軒と南東カマ ド1軒、11世紀後半(12・ 16号住)2軒中 2軒東カマ ド1軒と南東カマ
ド1軒、12世紀前半(14号住)1軒中 1軒南東カマ ド1軒、12世紀後半(15。 19号住)2軒中 1軒北カマ ド
1軒が確認されている。

カマドの時期的な変遷を概観すると、住居跡の北と東壁に設けられるものは 8・ 9世紀代から一般的にみら

れるが、10世紀後半以降になると南東隅部に造られるものが出てくるようになる。

また、遺構の重複によって判別しにくいものもあるが、9世紀後半～10世紀前半頃を境として、それまで

カマ ドの用材には両袖にそれぞれ 1つの袖石と場合によって天丼石を設けた簡素な造りであったものが、こ

の時期を契機として拳大から人頭大ほどの石を数多く使い両袖部を整然と積み上げ強固に仕上げたカマドが多

くみられるようになる。
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さらに、本遺跡から発見された住居跡は比較的遺存状態が良好であつたことから、36軒中 H軒 の住居跡
で固く踏み締まった土間状の床面が確認されており、このような床面は基本的に住居跡の中央からカマドの正

面に向かって観察されるものが多かった。

《 遺物について 》
今回紙面の都合上、掲載しなかったが縄文、弥生、古墳時代前期の土器がわずかに出土している。

調査では、古墳時代中・後期の遺物は全くみられなく、奈良時代の 8世紀代になると遺構外遺物第 22図 1

～10のような、盤状郷や見込み部から内面体部にかけて放射状暗文を施す杯類などが遺構内外から数多く出

上した。今回、調査された遺構で古いものは 8世紀後半～末頃の住居跡が発見されたに留まったが、出土遺

物からみて本集落跡は 8世紀代でも早い段階から営まれていたことが推測される。

また、特筆される遺物には瓦、緑釉陶器、長頚壷 (壺 G)、 貿易陶磁器、転用硯、銅製小仏像などがある。

瓦 女瓦 2点で調査区 Aの 中央北側の A-3、 B-3グ リッドからそれぞれ 1点出土した。表面に格子目状の

叩き日、裏面に布目が観察されるもので、本町の天狗沢瓦窯跡の瓦と類似したものである。天狗沢瓦窯は 7

世紀後半とみられており、山梨県内でも最古の瓦窯跡であるが、未だその瓦がどこへ運ばれ使用されたのかは

謎である。今回わずか 2点の瓦片の出土であったが、周辺に古代の寺院跡が存在することを示唆する資料と

して大変注目される。

緑釉陶器 (巻頭カラー) どれも破片であったが計 54点が出上し、碗、皿が中心でおそらく袋物となるもの

が 1点ある。 6、 12、 26、 28号住の覆土中から各 1点づつ破片が出上しているが、確実に遺構に伴うものは

なく、この 4点以外はすべて遺構外からの出土であった。なお、これら緑釉陶器の産地は近江、猿投、東濃

産に大別できるようで、中でも東濃産が主体を占めている (註 1)。

長頚壺 遺構外出上の 43・ 44は、およそ 8世紀後半～9世紀前半のメルクマールとなる「壺 G」 と呼ばれる

もので、A-1・ 6、 B-1・ 3グリッドや 12号住居跡覆土中などから破片が散在し出土している。これは仏教

関連の遺物とみられるものであるが、その他薬壺 (遺外 9・ 10)や鉢形状の土器 (遺外 45)な どの出土もみら

れ、本遺跡の性格を今後検討していく上で興味深いものである。

硯 計 20点の須恵器や灰釉陶器などを再利用した「転用硯」が出土している。

遺構内か らは、4号住 1点、8号住 3点、9号住 1点、13号住 1点、17号住 2点、20号住 1点、25号

住 1点、26または 27号住 1点、32号住 1点の計 12点がある。

遺構外からは 8点が認められ、B-2グ リッド2点、B-3グ リッド1点、C-2グ リッド1点、C-2・ 4

グリッド各 1点 (接合)、 A-6グ リッド2点、試掘で 1点が出土している。
これらの転用硯は、須恵器の大型破片の内面や灰釉陶器の底部 (見込み部)が使われ、主に中央部がよく擦

られているものが多く、光沢が現れているものもみられる。また、全体の形を整えるためにその周縁部を丁寧

に打ち掻いて整形したもの(0806、 0910、 1308、 1709な ど)もある。

今回、朱墨痕のみられる転用硯も確認されており、須恵器片で 20号住出± 2005や遺構外出土の灰釉陶器

の見込み部を使用した底部片 (遺構外 85・ 86)な どがある。しかし、出土した墨書土器やその他の遺物を含め

観察しても朱墨で記載されたようなものは認められない。

転用硯の時期は、今回遺構の重複が激しく判断し難い部分もあるが、9世紀代の住居跡(4・ 8・ 20号住など)

で出上が目立ち、確実に新しいものは 18号住居跡(10世紀後半)に伴つている。

貿易陶磁器 白磁 。青白磁 。青磁の計 10点が出土し細片であつたが、大きくは平安時代後半～末葉、中世初

頭、中世後半期にそれぞれ相当するものがある。内訳は以下のとおりである。

白磁  XI類 ・・・・・・・10世紀後半～11世紀中頃   皿片 1点   12号 住居跡
白磁壷 2系・・・

青白磁・・・・・・

・11世紀中葉～11世紀後半   壷 (薬壺 ?)片 1点 遺構外
。12世紀代 合子蓋片 2点 遺構外

V類・・・・・・・・ 12世紀前半～13世紀前半   碗片 1点 遺構外
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青磁碗 (劃花文)・ ・・12世紀後半～13世紀前半   碗片 1点 遺構外
天目茶碗 (中国)。 ・・13世紀代           碗片 2点 遺構外
青磁 (無文)・ ・・・・13世紀以降          碗片 1点 遺構外
白磁・・・・・・・・・15世紀末～16世紀初頭    皿片 1点 遺構外  計 10点
これら 10点のうち、12号住居跡の白磁皿 1213は唯一遺構内から出土したものである。この白磁皿 1213

は、白磁分類でいうXI類(10世紀後半～11世紀中頃)に相当するとみられる (註 2)。
12号住居跡は土師質土器の小皿、邦、小椀などから 11世紀中葉～後半にあたるが、覆土中からは 8世紀

代の杯類をはじめとする土器類や須恵器、灰釉陶器などの破片も出ている。しかし、時期決定となった資料に

比べてさらに新しいとみられる時期の遺物は混在していなかった。

本住居跡出上の土師質土器群と白磁皿 1213の 時期では若干のズレが生じているが、東国という遠方の地ま

で運ばれてくる過程で生じたズレであったのか、もしくは今回の調査区にみられる遺構の検出状況からも明ら

かなように 12号住居跡周辺でさらに古い時期の遺構が重複により破壊されたことから遺物が散在し、本住居

跡の埋没時に白磁皿 1213が混ざつた可能性なども考えられる。

なお、白磁皿 1213は現状県内で遺構内から出土した中では、最も古い時期の白磁とみられる。

銅製小仏像 14号住居跡内の北側にあり、ほぼ床面上からの出土である (第 7図 )。 本住居跡は、確認段階

ですでにかなり浅い掘り込みであったが、良好な遺物が出ている。北西部から土師質土器の小皿、耳皿、柱状

高台小皿が、南東部の壁に近い場所からは小椀が出土したため、これらの土器から本住居跡は 12世紀前半と

考えられ、その出土状態から銅製小仏像は該期のものと推測される (註 3)。

以上みてきたように、村続遺跡は 8世紀後半～12世紀代まで連綿と継続する拠点的な集落跡であったこと

が確認できた。そして、古くはすでに 8世紀代の早い段階から営まれていた可能性も遺構内外の出土遺物か

ら指摘できる。また、調査面積に比べて遺物には朱墨痕を含んだ多くの転用硯の出土や豊富な緑釉陶器の消費、

薬壺、壺 G、 灰釉小瓶、白磁、銅製小仏像の出土など一般集落とは異なる多種多様な遺物が各時期にわたっ

て存在することから、本遺跡の特殊性が窺える。

古代甲斐国は、奈良時代にはすでに「山梨郡」「八代郡」「巨麻郡」「都留郡」の四郡に分かれていたようで

あるが、この村続遺跡が所在する敷島町域は当時の「巨麻郡」に所属していた。

「巨麻郡」は、9つの郷が存在しその比定地は複数の説があり未だ推定の域を出ておらず、また郡家となる郷

名がみられないため、中枢となる郡衡跡地についても未だ明らかとなっていない。

巨麻郡における本遺跡の位置付けについて、遺跡の性格を吟味するには現状未だわずかな検討材料しかない

ため、今後本遺跡内で新たな調査を進める過程で不足を補いさらに検討していきたい。

(註 1)京都市埋蔵文化財研究所百瀬正恒氏の御教示による。

(註 2)福岡県福岡市教育委員会大庭康時氏、京都市埋蔵文化財研究所百瀬正恒氏の御教示による。

(註 3)仏像の詳細については、大鳥正之2001「埋蔵文化財試掘年報 01」 敷島町教育委員会を参照。

引用・参考文献

大宰府市教育委員会 2000『大宰府条坊跡XV ―陶磁器分類編―』 太宰府市の文化財 第 49集
齊藤孝正   2000『 日本の美術 6』 配 410 文化庁/東京国立博物館/京都国立博物館/奈良国立博物館
平野 修 他 2002『大坪遺跡―平成 12年度調査地点の報告―』 大坪遺跡発掘調査会
大蔦正之   2001『埋蔵文化財試掘年報 01』  敷島町教育委員会

平野 修 他 2002『宮ノ前遺跡』 韮崎市教育委員会 。宮ノ前遺跡発掘調査団ほか
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